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抄録 

本研究の目的は「テニスにおけるスポーツ参加動機とプロテニストーナメントへの観戦行動の関係を明ら

かにするためのモデルの構築」と、「モデルの検証を行うことで、テニス参加者をテニス観戦者へと導く方

法についての示唆を得ること」であった。 

テニスの参加者に焦点を当て、質的な手法にて仮設モデルを構築し、統計的な手法で仮説モデルの分

析を行った。結果として、参加動機要因の「技術向上」と「自己尊重」が、観戦意図に影響を与えている

ことが示された。特に、「技術向上」に関しては観戦意図と強い関係性が確認されたことから、技術的に

向上したいと思っている人は、プロの試合を見ることで自分の技術向上に生かしたいと考えている可能

性が高いことが明らかとなった。わが国における多くのテニス参加者に対し、いかに技術向上に対して強

く動機付けさせていくかが、観戦者増加への 1 つの方策として考えられる。 
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